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ハ
ワ
イ
州
の
中
で
一

番
南
に
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
最
南
端
で

も
あ
る
ハ
ワ
イ
島
の
東

部
に
ヒ
ロ
の
街
は
あ

る
。
ビ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン

ド
と
呼
ば
れ
る
こ
の
島

は
、
ハ
ワ
イ
の
島
々
の

中
で
も
特
に
大
き
い
。

ヒ
ロ
は
人
口
約
五
万
人

で
、
ハ
ワ
イ
州
の
第
二

の
都
市
と
長
ら
く
呼
ば

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
、
日
系
人
が
築
い
て
き

た
街
で
あ
り
、
今
も
多
く
の
日
系
人
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。　

               NOHAPNOH    BOLIHIJNAWGN   NIUSTEB         

一
、移
民
の
請
願
に
よ
り
礼
拝
堂
建
立

ヒ
ロ
別
院
の
開
基
は
一
八
八
九
（
明
治
二
十

二
）
年
四
月
に
大
分
県
出
身
の
本
願
寺
派
僧

侶
・
曜�

�

日�

蒼�
�

龍�
�
�

が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
近
く
の
モ

ヘ
ア
ウ
パ
ー
ク
の
一
角
に
礼�

�

拝�
�

堂�
�

を
建�

�

立�
�
�

し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
曜
日
が
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た

当
初
の
目
的
は
、
日
系
人
の
精
神
的
慰
安
の
た

め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
に
移
民
し
た
自

坊
の
門
徒
か
ら
現
地
の
厳
し
い
事
情
を
聞
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
当
時
の
曜
日
の

活
動
を
支
え
た
の
は
、
広
島
や
山
口
、
熊
本
な

ど
の
真
宗
門
徒
の
多
い
地
域
か
ら
の
移
民
で
あ

る
在�

�

家�

の
信
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
八
カ
月
の
滞 左：サンガホール　右：現在のヒロ別院
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在
後
、
曜
日
は
日
本
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
ヒ

ロ
別
院
の
正
式
な
布
教
開
始
は
一
八
九
七
（
明

治
三
十
）
年
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

一
八
九
七
年
二
月
に
は
門
信
徒
の
請
願
に
よ

り
本
山
公
認
の
布
教
場
と
な
り
、
本
山
よ
り
派

遣
さ
れ
た
開
教
使
と
共
に
ヒ
ロ
別
院
の
歴
史
が

本
格
的
に
始
ま
る
。

当
時
は
実
際
に
は
ま
だ
別
院
と
い
う
名
称
で

は
な
く
、
ヒ
ロ
本
願
寺
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八

（
明
治
三
十
一
）
年
九
月
に
は
子
ど
も
た
ち
を

集
め
て
の
宗
教
教
育
並
び
に
日
本
語
教
育
が
始

ま
る
。
こ
れ
が
日
曜
学
校
、
日
本
語
学
校
の
起

源
と
な
る
。
寺
院
に
は
宗
教
的
要
素
も
期
待
さ

れ
た
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
最
た

る
も
の
が
、
移
民
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
の
場
の
提
供
で
あ
っ
た
。

翌
年
に
は
小
学
校
校
舎
等
も
新
築

さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
二
（
明
治
三

十
五
）
年
に
は
借
地
期
限
満
了
に
つ

き
、
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
二

カ
所
目
は
、
現
在
の
ヒ
ロ
別
院
が
あ

る
キ
ラ
ウ
エ
ア
通
の
向
か
い
側
に
あ

た
り
、
元
々
の
礼
拝
堂
、
庫�

裡�

、
学

校
等
一
切
が
約
六
百
坪
の
新
た
な
土

地
に
移
転
さ
れ
た
。
新
本
堂
に
て
入

仏
式
が
勤�

�

修�
�
�

さ
れ
た
一
九
〇
七

（
明
治
四
十
）
年
に
は
、
婦
人
会
が

結
成
さ
れ
、
そ
の
後
も
仏
教
青
年
会

の
創
設
、
幼
稚
園
も
創
立
さ
れ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
布
教
場
や
分
教
場
も
設

立
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
（
門
信
徒
）
の
教
線
の
拡

大
、
宗
教
活
動
の
広
が
り
も
見
て
と
れ
る
。
高

等
女
学
校
や
中
等
女
学
校
、
そ
の
寄
宿
舎
も
設

立
さ
れ
、
日
系
人
子
弟
の
た
め
の
教
育
の
場
と

し
て
の
役
割
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
、
現
在
の
ヒ
ロ

別
院
の
土
地
を
購
入
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
の
本
堂
の
新
築
が
始
ま
る
。
二
年
の
時
を

経
て
完
成
し
、
今
の
別
院
の
姿
と
な
る
。
隣
接

地
を
購
入
し
、
日
本
語
学
校
や
幼
稚
園
の
改
築

や
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
く
。
一
九
三
六

（
昭
和
十
一
）
年
、
ヒ
ロ
本
願
寺
は
ヒ
ロ
別
院

に
昇
格
を
す
る
。
時
を
同
じ
く
し
、
ヒ
ロ
別
院

は
創
立
五
十
周
年
記
念
法
要
並
び
に
記
念
事
業

を
盛
大
に
行
っ
て
い
る
。
当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を

示
す
も
の
と
し
て
、
日
曜
学
校
の
生
徒
千
人
、

中
等
女
学
校
の
生
徒
も
千
人
い
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
さ
し
く
、
ヒ
ロ
の
日
系
の
中
心
的
役

割
と
し
て
長
く
移
民
の
心
、
教
育
を
支
え
て
い

た
。

初期のヒロ別院
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シ
ャ
ン
沖
津
波
が
来
襲
し
、
門
信
徒
二
十
名
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
九
月
に
は
、
つ
い
に
御

本
尊
が
元
の
本
堂
に
移
さ
れ
、
遷�

�

座�

法
要
が
勤

修
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に

は
チ
リ
地
震
の
津
波
に
再
度
襲
わ
れ
、
新
築
し

た
ば
か
り
の
長
屋
や
開
教
使
住
宅
等
、
計
十
四

軒
の
家
が
流
失
し
、
十
一
名
の
メ
ン
バ
ー
が
犠

牲
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難
を
乗
り

越
え
、
新
メ
ン
バ
ー
の
増
加
、
日
本
語
学
校
の

再
開
、
柔
道
や
剣
道
の
ク
ラ
ブ
の
結
成
な
ど
、

新
た
な
サ
ン
ガ
の
形
成
、
そ
し
て
そ
の
つ
な
が

り
を
強
め
て
い
っ
た
。

戦
争
の
時
代
は
ハ
ワ
イ
に
住
む
日
系
人
に
と

っ
て
過
酷
な
時
代
で
あ
っ
た
。
ヒ
ロ
別
院
に
し

て
も
例
外
で
は
な
く
、
一
九
四
一
（
昭
和
十

六
）
年
十
二
月
の
真
珠
湾
攻
撃
以
降
、
別
院
の

行
事
は
停
止
、
日
本
語
学
校
や
寄
宿
舎
等
は
一

切
閉
鎖
さ
れ
、
建
物
も
軍
に
没
収
さ
れ
た
。
御

本
尊
は
寄
宿
舎
の
食
堂
に
移
さ
れ
、
そ
こ

を
仮
本
堂
と
し
た
。
当
時
の
開
教
使
も
米

大
陸
に
抑�

�

留�
�
�

さ
れ
、
青
木
善�

�

雄�
�

輪�
�

番�
�

の

み
が
残
り
、
ヒ
ロ
別
院
を
含
む
ハ
ワ
イ
島

全
体
を
統
括
し
た
。
終
戦
後
の
一
九
四
六

（
昭
和
二
十
一
）
年
四
月
に
は
ア
リ
ュ
ー

二
、真
珠
湾
攻
撃
・
津
波
被
害
を
乗
り
越
え
て二

〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
は
サ
ン

ガ
ホ
ー
ル
と
い
う
五
百
人
収
容
可
能
な
多

目
的
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る
。
六
大
法
要
の

時
に
は
、
こ
の
ホ
ー
ル
で
法
要
後
に
軽
食

や
お
茶
の
時
間
が
あ
る
。
武
道
や
体
操
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
、
一
般
の
人
の
パ
ー
テ
ィ

ー
に
も
貸
し
て
お
り
、
地
域
の
人
々
が
集

ま
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ロ
は
雨
が

多
い
た
め
、
ヒ
ロ
別
院
の
盆
ダ
ン
ス
（
盆
踊

り
）
も
、
こ
の
ホ
ー
ル
内
に
や
ぐ
ら
を
建
て
て

行
う
。
お
寺
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
集�

�

い
の
施
設
に
な
っ
て
い

る
。現

在
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
日
曜

礼
拝
を
英
語
に
て
行
っ
て
い
る
。
日
曜
礼
拝
で

は
ダ
ル
マ
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
司
会
を

三
、様
々
な
世
代
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
あ
る
お
寺
へ

ヒロ別院100周年記念法要 記念写真
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務
め
、
仏
教
讃
歌
の
伴
奏
も
メ
ン
バ
ー
が
交
代

で
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
昔
の
名
残

�
�
�

と
し

て
、
毎
月
最
終
日
曜
日
に
は
午
前
六
時
半
か
ら

の
早
朝
日
曜
礼
拝
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
日
曜
日
の
朝
に
ゴ
ル
フ
に
行
く
人
が
ゴ
ル
フ

の
前
に
お
寺
に
お
参
り
に
行
く
と
い
う
形
式
が

今
も
残
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
日
本
語
で
の

お
参
り
は
第
二
・
第
四
日
曜
日
に
座
談
会
の
よ

う
な
形
式
で
、
開
教
使
と
メ
ン
バ
ー
が
お
互
い

に
話
し
合
い
な
が
ら
教
え
を
深
め
て
い
く
形
式

バ
ー
の
想
い
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
渡
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ヒ
ロ
に
別
院
あ
り
と
後

世
に
残
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
月
五
日
に
は
、
ハ
ワ
イ
開
教
区
ご
巡
回
の

一
環
と
し
て
ご
門
主
さ
ま
に
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
ご
勝
縁
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

そ
の
想
い
を
強
く
し
た
。

（
本
派
本
願
寺
ヒ
ロ
別
院
駐
在
開
教
使
馬
場
大
道
）

日曜礼拝の様子

本派本願寺ヒロ別院
HONPA HONGWANJI HILO BETSUIN
398 Kilauea Avenue, Hilo, HI 96720 U.S.A.

を
と
っ
て
い
る
。

お
寺
の
掃
除
は
仏
教
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
交
代
で
毎
週
行
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
建
物
の
修
理
や
庭
の
管
理
も
メ

ン
バ
ー
の
方
で
得
意
な
方
々
が
担
当
を
し
て
く

だ
さ
り
、
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
。
ま
た
、
仏
教
青
年
会
は

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
へ
の
食
事
配
給
活
動
も
行

っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
調
理
し
、
給
仕
を
行
う
。
そ
れ
を
通
し

て
、
社
会
問
題
や
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
ど
う

助
け
ら
れ
る
の
か
を
学
ん
で
い
く
。

ヒ
ロ
別
院
に
は
現
在
、
輪
番
も
含
め
三
人
の

開
教
使
が
駐
在
し
て
い
る
が
、
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
を
行
い
、
開
教
使
が
そ
れ
を

宗
教
的
に
補
佐
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
れ
は
、
開
基
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ

ー
の
熱
い
想
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、「
住
職
の
お
寺
」
で
は
な
く
「
メ
ン
バ

ー
の
お
寺
」
を
一
緒
に
作
っ
て
い
っ
て
い
る
。

日
本
同
様
、
高
齢
化
の
問
題
そ
し
て
、
若
者
の

都
市
流
出
問
題
な
ど
未
来
へ
の
課
題
は
多
い

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
共
に
、
そ
し
て
メ
ン

宗報17-09読物.qxp_宗報  2018/05/21  10:22  ページ 33


